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県
教
育
委
員
会
は
、
本
年
１
月
24
日
に
、
県
立

高
等
学
校
改
革
後
期
実
施
計
画
を
公
表
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
令
和
８
年
度
に
小
野
高
校
は
船
引

高
校
と
統
合
し
、
統
合
校
は
船
引
高
校
の
校
舎
を

活
用
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。︵
左
表
参
照
︶

　

町
で
は
後
期
実
施
計
画
の
策
定
前
か
ら
議
会
や

教
育
委
員
会
、
同
窓
会
を
は
じ
め
と
し
た
小
野
高

校
関
係
者
と
連
携
・
協
力
し
、
県
教
育
委
員
会
に

対
し
て
小
野
高
校
の
存
続
に
つ
い
て
要
望
書
や
署

名
の
提
出
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
後
期
実
施
計
画

策
定
後
も
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
学
校
が
担
う

地
域
振
興
の
役
割
の
重
要
性
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
地
域
か
ら
学
校
が
な
く
な
る
こ
と
で
地
域
活

力
や
教
育
力
の
低
下
を
招
き
、
何
よ
り
地
域
の
人

材
育
成
の
場
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
、
地
方
創
生
に

逆
行
す
る
も
の
と
考
え
、
改
め
て
県
教
育
委
員
会

に
小
野
高
校
の
存
続
と
後
期
実
施
計
画
の
見
直
し

を
求
め
る
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。︵
下

表
参
照
︶

　

ま
た
後
期
実
施
計
画
の
内
容
を
町
民
へ
説
明
す

る
た
め
、
７
月
15
日
に
住
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
こ
で
も
、
多
く
の
住
民
か
ら
小
野

高
校
の
存
続
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
８
月
19
日
に
は
、
県
教
育

長
が
後
期
実
施
計
画
推
進
へ
の
理
解
を
求
め
る
た

め
に
来
訪
し
ま
し
た
。
町
か
ら
は
再
度
、
小
野
高

校
の
存
続
を
要
望
し
ま
し
た
が
、
県
教
育
長
か
ら

は
終
始
一
貫
し
て「
地
域
全
体
を
考
え
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
後

期
実
施
計
画
を
進
め
る
の
で
協
力
い
た
だ
き
た

い
」と
の
回
答
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
過

Progress
県立高等学校改革後期実施計画
小野高校統合に関する今後の取り組み

小野高校存続に向けたこれまでの主な取組経過など
年月 活動主体等 内　容

平成30年 ５ 月 県教育委員会 県立高等学校改革基本計画（2019年度から2028年度）策定
平成31年 ２ 月 県教育委員会 県立高等学校改革前期実施計画（2019年度から2023年度）策定
令和２年11月 町 小野町と福島県立小野高等学校との包括連携協定締結

令和３年 ３ 月 町 県教育長へ要望書提出（小野町長、平田村長）
・高校と地域との連携の在り方に対する助言・協力依頼など

　　　　 10月 報道 県教育委員会が、県立高等学校改革後期実施計画を令和4年2月上旬までに策定すると
公表（新聞報道）

                11月 町・議会・
教育委員会

県教育長へ要望書提出（町長、議長、教育長）
・小野高校の存続要望など

                11月 同窓会ほか 小野高校の存続と持続可能な学校づくり推進協議会（同窓会、柏葉会、PTA）
・存続へ向けた署名活動

                12月 議会 県知事、県教育長へ意見書提出
・小野高校の存続要望など

                12月 町 県教育長へ存続に向けた署名簿提出（小野町長、平田村長）
令和４年 １ 月 県教育委員会 県立高等学校改革後期実施計画（2024年度から2028年度）策定

                 ３月 町・議会
地方町村会へ要望書提出（町長）
地方町村議会議長会へ要望書提出（議長）
・小野高校の存続と後期実施計画の再考要望

　　　　  ４月 町 県教育委員会訪問（町長）
・小野高校の存続要望

　　　　  ５月 町 県教育委員会へ住民説明会、地域懇談会の開催を要望

　　　　  ５月 町 県町村会へ要望提出（町長）
・小野高校の存続を要望

　　　　  ６月 町・
教育委員会

県立高等学校改革懇談会【県教育委員会主催】出席（町長、教育長）
・小野高校の存続と後期実施計画の再考を要望

　　　　  ６月 議会 県町村議会議長会へ要望提出（議長）
・後期実施計画の再考を要望

　　　　  ７月 町・議会・
教育委員会

県教育長へ要望書提出（町長、議長、教育長、副議長）
・後期実施計画全体の見直しと小野高校の存続を要望

　　　　  ７月 町 住民説明会開催（【県教育委員会】県立高校改革監、改革室長等出席）
・住民への後期実施計画説明と意見交換を実施

　　　　  ８月 町・議会・
教育委員会

県教育長来訪（県立高校改革監、指導主事同席）
・町長、議長、教育長、副議長、副町長応対

町：小野高校の存続要望と後期実施計画見直しの有無を確認
県：子どもたちのより良い教育環境充実を実現するため、後期実施計画を進めてい
　　くとの回答
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町
は
議
会
や
教
育
委
員
会
、
同
窓

会
な
ど
の
小
野
高
校
関
係
者
と
と
も

に
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
、
小
野
高

校
の
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
県
教
育
委
員
会

に
後
期
実
施
計
画
を
見
直
す
考
え
は

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
上
存
続
要

望
活
動
を
続
け
る
こ
と
は
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育

環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
ら
な
い
と
判

断
し
、
苦
渋
の
決
断
な
が
ら
、「
小

野
高
校
の
存
続
要
望
活
動
」に
区
切

り
を
つ
け
、
今
後
は「
小
野
高
校
の

存
続
あ
り
き
」か
ら「
小
野
高
校
の
存

続
を
前
提
と
せ
ず
」、
地
域
の
教
育

環
境
充
実
と
地
域
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
小
野
高
校
を
存
続
さ
せ

る
た
め
に
、
要
望
活
動
や
署
名
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

引
き
続
き
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
の
充
実
と
地
域
活
性
化
の
た

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
方
針

Policy

県北 県中 県南

会津 いわき 相双

定時制 通信制
福島工業（定）・ふくしま新世・

郡山萌世（定）・白河第二・会津第二・いわき翠の杜 郡山萌世（通）

ミッション
県内の学習指導、進学指導を牽引するリーダー校として、進学指
導重点校との連携による教育力向上の推進。難関大学及び医学部
志望者の進路実現。

育てたい生徒像 国内外で各分野のトップリーダーとして活躍する、未来を牽引できる人材。

ミッション 授業の質の向上及び進学指導の充実と、進学指導拠点校との連携
による生徒の進路希望実現。

育てたい生徒像 各分野のリーダーとして活躍する、社会の発展に貢献できる人材。

進学指導
拠点校

（４校）
職業教育
推進校

（21校）

定時制・
通信制高校
（７校）

相双地区休校等
（6校）

進学指導
重点校

（16校）

福 島・安 積・会 津・磐 城

安積中学校・高等学校（仮称）
併設型中高一貫教育校

進学面で高い志を持った生徒の進路実現に対
応する６年間を見通した系統的な教育活動の
推進。

郡山商業
郡山北工業
清陵情報
岩瀬農業

白河実業・塙工業
統合校
修明

若松商業
会津工業
喜多方桐桜

耶麻農業・会津農林
統合校

相馬農業
小高産業技術

福島商業
福島明成
福島工業

二本松工業・安達東
統合校

平工業
平商業・四倉統合校
小名浜海星
磐城農業
勿来工業

ミッション
大学や地域企業等との連携による実践的な職業教育の充実と、企業へ
の就職や職業系学部などへの大学進学を実現する地域の産業振興や福
島の復興を支える人づくりの推進。

育てたい生徒像 各分野のリーダーや地域産業を支える核として活躍する、社会の発展
に貢献できる人材。

小高産業技術
SPH指定校としての実績や「マイス
ター・ハイスクール事業」による最先
端の産業人材育成システムの構築。

先進的な教育実践や他機関と
の連携などにより得られた知
見及び成果を他の職業高校と
共有し、普及・発展させる。

ミッション 地域との協働による教育活動の充実と、地域社会を支える人づくり
推進。

育てたい生徒像 地域創生の核となって活躍する、社会に貢献できる人材。

ミッション 生徒一人一人の多様な学習ニーズに対応した教育活動とキャリア教
育による生徒の進路希望実現。

育てたい生徒像 意欲を持って学習や学校生活に取り組み、主体性や社会性を身に付
けた、社会に貢献できる人材。

地域協働
推進校

（７校）
川 俣・湖 南・石 川・猪苗代・西会津・川口・只 見

双葉・浪江・
浪江津島校
富岡・双葉翔陽
相馬農業飯舘校

今後の地域の復興の進展、住民の
帰還状況、小中学校の再開状況を
考慮しながら、今後の在り方を検
討。

県立高等学校改革後期実施計画のグランドデザイン
－基本計画に基づく高校改革の全体像－ ※後期実施計画最終年度（令和10年度）の各校の位置づけなどを示す。

※四角アミ囲み内の学校は、統合予定の高校である。

本県の未来を切り拓くチャレンジ精神を持った人づくり・生徒の資質や能力を伸長させる魅力ある高等学校づくり 
○○様々な課題に果敢に取り組む主体性・協働性を育成する教育
　活動の推進
○○多様な学習内容の提供及び教育の質の向上

社会の変化に的確に対応できる
生き抜く力の育成  

ミッション 生徒の幅広い学習ニーズに対応した教育活動の充実による、就職
から大学進学までの進路希望実現。

育てたい生徒像 地域を支える核となって活躍する、社会に貢献できる人材。

ふたば未来学園
「地域との協働による高等学校教
育改革推進事業」（グローカル型）
指定校としての取組や創造的復興
教育の実践。

アクティブ・ラーニング及び探究
的な学びの先進校として、成果を
他校と共有し、具体的な手法や評
価法などについて普及･発展させ
る。

普及･発展

キャリア指導
推進校

（16校）

普及･発展

県北 県中 県南

会津 いわき 相双

県北 県中 県南

会津 いわき 相双

ふたば
未来学園
相馬総合

いわき総合・好間
統合校
いわき湯本
勿来

会津西陵
田島・南会津
統合校

福島南
梁川 ･保原統合校

安達
本宮

光南

あさか開成
須賀川創英館
田村

船引・小野
統合校

葵
会津学鳳
喜多方

磐城桜が丘
いわき光洋

相馬
原町

安積黎明
郡山東
郡山

須賀川桐陽

白河
白河旭

橘
福島西・福島北
統合校
福島東



　

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
山
田
淳
輝
で
す
。

　

早
い
も
の
で
、
私
が
協
力
隊
に

着
任
し
て
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
は
こ
の
１
年
間

の
取
り
組
み
を
画
像
で
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
少
し
ず
つ
経
験
を

積
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
制
作
し
て
い
る
小
野
町
空

き
家
空
き
地
バ
ン
ク
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト「
ふ
る
カ
ツ
」の
サ
ー
ビ
ス
紹

介
動
画︵
制
作
中
︶で
す
。

　

実
写
な
し
。
全
て
Ｃ
Ｇ
で
テ
キ

ス
ト
や
イ
ラ
ス
ト
を
動
か
し
て
い

ま
す
。
最
近
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な

ど
で
見
る
広
告
動
画
の
よ
う
な
も

の
で
す
。

　

こ
ち
ら
は
小
野
町
の
空
き
家
空

き
地
バ
ン
ク
の
サ
イ
ト
に
掲
載
し

た
り
、
移
住
フ
ェ
ア
な
ど
の
会
場

で
流
す
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

　

東
堂
山
勝
馬
の
ポ
ス
タ
ー
と
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
担

当
。
左
上
の
写
真
が
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
。

　

皆
さ
ん
、
も
う
呑
ま
れ
ま
し
た

か
？

　

奥
の
松
酒
造
株
式
会
社
様
の
ご

協
力
の
も
と
作
ら
れ
た
日
本
酒
で

す
。
担
当
の
方
よ
り「
小
野
町
に

来
た
人
が
お
土
産
な
ど
で
買
っ
て

帰
り
た
い
と
思
え
る
イ
メ
ー
ジ
に

し
た
い
」「
高
級
感
の
あ
る
も
の

で
」と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
黒

や
ゴ
ー
ル
ド
を
使
用
し
、
馬
の
シ

ル
エ
ッ
ト
を
あ
し
ら
い
ま
し
た
。

自
分
で
も
上
手
く
い
っ
た
と
思
え

る
デ
ザ
イ
ン
で
し
た
。

　

小
野
町
み
ん
な
笑
顔
で
健
康
づ

く
り
推
進
条
例
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
担
当
。

　

町
内
の
方
々
と
手
を
取
り
合
っ

て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
健
康
に
関
す

る
こ
と
だ
っ
た
の
で
真
ん
中
に

ハ
ー
ト
を
置
き
ま
し
た
。
色
使
い

に
関
し
て
は
、
こ
の
時
勉
強
し
て

い
た
教
材
に
使
用
さ
れ
て
い
た
カ

ラ
ー
を
真
似
し
ま
し
た
。
柔
ら
か

い
イ
メ
ー
ジ
に
仕
上
げ
ら
れ
た
か

と
思
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
Ｋ
Ｆ
Ｂ
の
Ｃ
Ｍ
大
賞

に
応
募
す
る
と
の
こ
と
で
、
15
秒

の
Ｃ
Ｍ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

担
当
の
方
と
色
々
と
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
ど
ん
な

映
像
に
す
る
か
を
決
め
て
い
き
ま

し
た
。
小
野
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
メ
イ
ン
に
構
成
し
て
い
き
、
タ

イ
ム
ラ
プ
ス
映
像
も
使
用
し
て
い

ま
す
。
綺
麗
で
美
し
い
映
像
や
写

真
を
使
用
し
、
小
野
町
を
歩
き
た

く
な
る
よ
う
な
映
像
に
仕
上
げ
た

つ
も
り
で
す
。
令
和
４
年
11
月
中

旬
放
送
予
定
で
す
。
各
自
治
体
の

Ｃ
Ｍ
も
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
上
で
見

れ
ま
す
。「
福
島
放
送
公
式
と
き

ま
る
Ｔ
Ｖ
」で
検
索
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
他
に
も
、
今
年
の
成
人
式

の
動
画
や
小
野
高
校
の
紹
介
動
画

の
編
集︵
い
ず
れ
も
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
で
見
れ
ま
す
︶、
つ
ど
っ
て

ま
る
し
ぇ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
動

画
、
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
動
画
な
ど

色
々
と
挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
で
は
公
開
し
て
い
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
よ
け
れ

ば
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

制作した動画
の QR コード
（YouTube）

今回の担当は…

お の ま ち
地 域 お こ し 協 力 隊 活 動 記

山田　淳輝　隊員
担当／情報発信分野
主な活動場所／
つどっておのまち

「一年間の取り組み」
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問ふるさと文化の館
☎72-2120

情  報ふ る さ と 文 化 の 館
公     民     館

図 書 館
L i b r a r y

映 　 画
M o v i e

読書マラソン完走者
水野さん

　図書館システムの入れ替えを行うため、10月27
日㊍から28日㊎までの貸し出しなどは、次のとお
りとなります。ご迷惑とご不便をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

　水野睦
り く と

仁さん（小野小２年）がゴールし100冊読
破を達成しました。吉田初

は つ ね

羽さん（小野小４年）が
３回目のゴールを迎え300冊を読破しました。
　お二人にはバッジと記念品が贈られました。
　読書マラソンの参加はカウンターで随時受け付
けています。みなさんの参加をお待ちしています。

♧読書マラソン完走 ♧貸し出し休止のおしらせ

期　日 館内での
閲　　覧

貸し出し
返　   却

インターネット
蔵書検索
および予約

10月26日㊌
まで 〇　通常どおり

10月27日㊍ 〇 × ×

10月28日㊎ ×
（月末整理日） × ×

10月29日㊏
から 〇　通常どおり

読書マラソン完走者
吉田さん

　小学生と保護者を対象に、ファミリー映画鑑賞会を開催します。
　ご家族の共通の話題づくりに、どうぞご鑑賞ください。

♧ファミリー映画鑑賞会を開催します

■開催日時　　
　11月６日㊐午後１時30分から午後４時まで
■会　　場　　
　勤労青少年ホーム　小ホール
　（小野町大字小野新町字中通２)
■上映作品（あらすじ）　　

 　SING　シング　ネクストステージ
（2021アメリカ）
　地元客でにぎわうニュー・ムーン・シアター、
その成功から大きな夢へと踏み出したバスターた
ちは、エンターテインメントの聖地レッド・ジョア・
シティで新しいショーを披
露しようと動き出す。
　夢を達成するため経営者
のオーディションに飛び込
み出演したが、あえなく落
選。そこで経営者の気を引
くため、引退している伝説
のロック歌手を出演させよ
うとするが……

■対　　象
小学生および保護者（未就学児は入場できません）

（保護者１人に複数の小学生が同伴することはでき
ますが、小学生だけで鑑賞することはできません）

■料　　金
　無料（ただし入場整理券が必要です）
■入場整理券
　入場整理券を次のとおり配付します。（限定100席）

〇日時
　　10月16日㊐午前８時30分から正午まで
　　（17日以降は、午前８時30分から午後５時15分
　　まで配付）

〇場所
　　多目的研修集会施設　事務室
■お願い
　・入場整理券は家族単位でお申し込みください。
　・入場整理券は無くなり次第配付を終了します。
　・館内は水分補給を除く飲食はできません。

問公民館
　☎72-2125

(C) 2020 Universal 
Studios. 

All Rights Reserved.
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第
22
回
福
島
県
知
事
選
挙
の

お
知
ら
せ

　

任
期
満
了︵
令
和
４
年
11
月

11
日
︶に
伴
う
第
22
回
福
島
県

知
事
選
挙
が
次
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
。
棄
権
し
な
い
で
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

■
告
示
日

10
月
13
日
㊍

■
投
票
日

10
月
30
日
㊐

■
投
票
時
間

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※
投
票
所
は
、
10
月
中
旬
頃

送
付
さ
れ
る
入
場
券
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票

　

仕
事
や
旅
行
、
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
理
由
で
投
票
日
当
日
に
投

票
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投

票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
期
間

10
月
14
日
㊎
か
ら
29
日
㊏
ま
で

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８

時
ま
で

・
場
所

　

役
場　

分
庁
舎
講
堂

■
不
在
者
投
票

　

指
定
病
院
な
ど
に
入
院
・
入

所
さ
れ
て
い
る
方
や
、
仕
事
や

学
業
の
た
め
町
外
に
滞
在
さ
れ

て
い
る
方
は
不
在
者
投
票
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・
期
間

10
月
14
日
㊎
か
ら
29
日
㊏
ま
で

・
手
続
き

　

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

　

覧
い
た
だ
く
か
、
選
挙
管
理

　

委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
小
野
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

事
務
局︵
総
務
課
内
︶

☎
７
２

－

２
１
１
１

ふ
く
し
ま
の
未
来
へ

　
　
　

大
切
な
１
票
を

■
申
し
込
み

　

事
前
予
約
不
要
。
直
接
会
場

　

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
福
島
地
方
裁
判
所
郡
山
支
部

　

庶
務
課

☎
０
２
４

－

９
３
２

－

５
６
５
６

　

夫
婦
関
係
や
親
族
間
の
も
め

ご
と
、
相
続
、
土
地
建
物
、
借

入
債
務
、
交
通
事
故
、
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い
て
、
調
停

委
員︵
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

税
理
士
、不
動
産
鑑
定
士
な
ど
︶

が
調
停
で
解
決
す
る
手
続
き
な

ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

11
月
11
日
㊎

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

　

田
村
市
船
引
公
民
館

②
役
場
に
あ
る
投
票
用
紙
で

投
票

■
投
票
で
き
る
方

　
「
い
わ
き
」ナ
ン
バ
ー
管
内
に

お
住
ま
い
の
方

※
投
票
は
１
人
１
回

■
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

　
ト
の
交
付
時
期

　

令
和
５
年
秋
頃︵
予
定
︶

【
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
と
は
？
】

　

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
は
、
観
光
資
源
な
ど
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
施

し
た
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
で
、

新
車
登
録
時
な
ど
に
希
望
し
た

方
に
の
み
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

自
動
車
の
図
柄
入
り「
い
わ

き
」ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
デ

ザ
イ
ン
投
票
を
実
施
し
ま
す
。

■
期
間

10
月
31
日
㊊
ま
で

■
投
票
方
法

①
い
わ
き
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
デ
ザ
イ
ン
投
票
サ
イ
ト

か
ら
投
票

いわきナンバー
プレートデザイン
投票サイトQR

　

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
特

別
措
置
法
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
対
象
者

　

集
団
予
防
接
種
に
よ
り
、
Ｂ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

方
と
そ
の
家
族

■
内
容

　

弁
護
士
が
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
救
済
や
、手
続
き
の
内
容
、

弁
護
団
へ
の
依
頼
方
法
な
ど
の

相
談
に
対
応
し
ま
す
。

■
日
時

11
月
19
日
㊏

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

ま
で︵
受
付
午
後
３
時
ま
で
︶

■
場
所

須
賀
川
市
労
働
福
祉
会
館

第
１
・
第
２
研
修
室

※
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟

事
務
所

☎
０
２
５

－

２
２
３

－

１
１
３
０

﹁
い
わ
き
﹂ナ
ン
バ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
投
票
実
施

Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法

相
談
会︵
無
料
︶開
催

無
料
調
停
相
談
会
の

お
知
ら
せ

ご
案
内

福
祉
関
係︵
介
護
・
看
護
・

保
育
︶へ
の
就
職
を
希
望

さ
れ
る
方
へ

　
「
介
護
就
職
デ
イ
」福
祉
関
係

合
同
面
接
会︵
郡
山
会
場
︶の
お

知
ら
せ

■
内
容

　

面
接
会
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
や
共
催
機
関
の
職
員
と
相
談

で
き
る
ほ
か
、
福
島
の
仕
事
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
ブ
ー
ス
や
介

護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
体
験
ブ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

■
参
加
企
業

　

約
30
社︵
予
定
︶

■
日
程

11
月
29
日
㊋

　

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
場
所

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

多
目
的
展
示
ホ
ー
ル
Ｂ︵
郡
山

市
南
２

－

52
︶

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

☎
０
２
４

－

９
４
２

－

８
６
０
９

i n f o rm a t i o n
お知らせ
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福
島
県
内
在
住
で
、
濃
厚
接

触
者
に
該
当
す
る
方
や
重
症
化

の
リ
ス
ク
が
低
い
有
症
状
の
方

に
無
料
で
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ

ト
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

　

配
付
お
よ
び
申
請
に
つ
い
て

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
期
間

10
月
31
日
㊊
ま
で

問
福
島
県
新
型
コ
ロ
ナ
検
査

キ
ッ
ト
配
付
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

－

９
４
１

－

５
４
６

︵
土
日
祝
日
含
む
９
時
か
ら
19

時
ま
で
︶

　

福
島
県
最
低
賃
金
は
、常
用
、

臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
名
称
に
関
わ

ら
ず
県
内
全
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
時
間
額　

８
５
８
円

問
福
島
労
働
局
労
働
基
準
部

　

賃
金
室

☎
０
２
４

－

５
３
６

－

４
６
０
４

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取

り
付
け
る
こ
と
が
困
難
な
世

帯
を
対
象
に
、
消
防
署
員
が

お
宅
を
訪
問
し
、
取
り
付
け

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

■
対
象

①
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世

帯
②
身
体
な
ど
に
障
が
い
が
あ

り
自
ら
設
置
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
の
み
の
世
帯

③
自
ら
設
置
す
る
こ
と
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

■
条
件

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体

を
準
備
し
て
い
る
こ
と

②
申
し
込
み
者
も
し
く
は
、

申
し
込
み
者
か
ら
委
任
さ

れ
た
方
が
立
ち
会
う
こ
と

※
日
程
調
整
し
た
後
、
取
り

付
け
に
伺
い
ま
す
。

問
田
村
消
防
署
小
野
分
署

☎
７
２

－

２
６
３
０

火まもり君

10
月
17
日
㊊
か
ら
23
日
㊐
ま

で
は「
行
政
相
談
週
間
」で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
行
政
に
関
す

る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
の

相
談
に
応
じ
、
問
題
解
決
や
運

営
の
改
善
を
お
手
伝
い
す
る
も

の
で
す
。
無
料
で
い
つ
で
も
相

談
で
き
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
行
政
相
談
委
員
】

宗
像　

利
男
さ
ん

☎
７
２

－
５
１
４
６

　

ま
た
行
政
相
談
所
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。　

■
日
時

10
月
18
日
㊋

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
ま
で

■
場
所

役
場　

第
２
会
議
室

募集種目 資　格 受け付け期間
（締め切り日必着） 試験期日

陸上自衛隊
高等工科学科

生徒

推
薦

男子で中卒（見込み含む）
17歳未満の成績優秀か
つ生徒会活動などに顕
著な実績を修め、学校
長が推薦できる方

12月２日㊎まで

令和５年１月５日㊍から７日㊏
まで
※いずれか１日を指定されま

す。

一
般

男子で中卒（見込み含む）
17歳未満の方

令和５年１月６日㊎
まで

１次
令和５年１月14日㊏・15日㊐
※いずれか１日を指定されます。

自衛官候補生

33歳未満の方
（32歳の方は、採用予定
月の末日現在、33歳に
達していない方）

年間を通じて受け
付けしています。 受け付け時にお知らせします。

〇自衛官など採用試験のお知らせ
　防衛省自衛隊では次のとおり自衛官などを募集します。

　問自衛隊福島地方協力本部　郡山地域事務所
　☎024-932-1424

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
を
お
手
伝
い
し
ま
す

行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す

ー
困
っ
た
ら
１
人
で
悩
ま

ず
行
政
相
談
ー

コ
ロ
ナ
濃
厚
接
触
者
・
有
症

状
者
の
方
へ
の
お
知
ら
せ

福
島
県
最
低
賃
金
が

令
和
４
年
10
月
６
日
か
ら

変
わ
り
ま
し
た

i n f o rm a t i o n
お知らせ



インフルエンザ予防接種費用助成のお知らせ

■期　　間　令和５年３月31日㊎まで
■接種方法　①事前に医療機関（県内ほとんどの医療機関で実施可）に予約します。
　　　　　　②発熱など風邪のような症状がないか確認し、以下のものをお持ちになり受診します。
　　　　　　　持ち物：保険証、下表の自己負担金
　　　　　　③自己負担金を医療機関で支払います。
　　　　　　　⚠子どものインフルエンザ予防接種を田村管内（田村市・三春町・小野町）以外の医療機関で
　　　　　　　　接種を希望される場合は、一度全額自己負担し、後日役場に申請していただく必要があ
　　　　　　　　ります。

　　　　　　〇申請に必要なもの
　　　　　　　　・母子（親子）健康手帳（乳幼児のみ）
　　　　　　　　・領収書
　　　　　　　　・振り込み先口座の写し（請求者と同じ名義のもの）
　　　　　　　　・印鑑　　　　　　
　　　　　　　　・申請書様式（様式は町公式ウェブサイトからダウンロードまたは
　　　　　　　　　　　　　　  窓口でお渡し可能）

　インフルエンザ予防接種は、重症化予防効果が認められています。新型コロナウイルス感染症と季節性
インフルエンザの同時流行を予防するため、早めの接種をおすすめします。
⚠新型コロナワクチンとインフルエンザワクチンとの同時接種は可能ですが、インフルエンザ以外の予防

接種を受ける場合は、新型コロナワクチンとの間隔を２週間空けて接種するようお願いします。

■助成内容

対象者 助成上限額 自己負担金 回数

子ども
（任意予防接種）

１歳から12歳まで
（初回接種時に12歳の

中学生を含む）

１回目3,100円
２回目2,000円 接種費用から助成上限

額を差し引いた額
２回

13歳以上の中学生 3,100円 １回

高齢者
（定期予防接種）

①65歳以上
②60歳以上65歳未満で心

臓・腎臓病などの疾患
により、日常生活が極
度に制限される程度の
障がいを有する方

3,180円 1,400円 １回

※生活保護を受けている方は、受給券が必要となりますので、接種前に印鑑をお持ちのうえ、健康福祉課
までお越しください。

問健康福祉課　☎72-6934
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国民年金コーナー

　障害基礎年金は、病気やけがによって生活や仕
事などが制限されるようになった場合に受け取る
ことができる年金です。
■支給条件
　次の①から③までの条件すべてに該当する方が
受給できます。
①初診日（障がいの原因となった病気やけがで医師

の診療を受けた日）が次のいずれかの間にある方
・国民年金に加入中の方
・国内在住の60歳以上65歳未満の方
・20歳未満で障がいを負った方
②次のいずれかの納付要件を満たしている方
・初診日のある月の前々月までの加入期間のうち、

全体の３分の２以上保険料を納付または免除さ
れている方

・初診日に65歳未満であり、初診日のある月の
前々月までの１年間に保険料の未納がない方

③障がいの状態が、障がい認定日（初診日から１年
６カ月を経過した日）または20歳に達したとき、
国民年金の障害等級表で定められた障がいの程
度にある方

※定められた障がいの程度に該当するかどうかは、
医師にご相談ください。

■年金額
　障害基礎年金の年金額は、法令で定められた障
害等級によって額が変わります。障がいの程度が
１級のときには97万2,250円、２級のときには77
万7,800円です。
■子の加算額
　障害基礎年金には子の加算額があり、１人目と
２人目までは１人につき22万3,800円、３人目か
らは１人につき７万4,600円がそれぞれ加算され
ます。
※子とは、障害基礎年金を受ける方に生計を維持

されている①18歳到達年度末までの子、②20歳
未満で障害等級が１級または２級の子に限りま
す。

■ご注意ください！
　「障害者手帳の障害等級」と「国民年金・厚生年金
保険障害等級」は、認定基準が異なるため、障害者
手帳の交付を受けていても障害年金を受けられな
いことがあります。 
■厚生年金の加入者
　厚生年金の加入期間中に初診日がある場合には、
障害厚生年金が支給されます。詳細については、
お近くの年金事務所にお問い合わせください。

問郡山年金事務所　☎024-932-3434
問町民生活課　　　☎72-6933

− 病気やけがで障がいが生じたとき障害基礎年金が支給されます−

町税等納期のご案内

10 月 31 日㊊

スマートフォン決済アプリでの納付について
詳しくは、町公式ウェブサイトをご覧ください

町県民税        　 　　　 ３期
国民健康保険税　　　  ４期
後期高齢者医療保険料  ３期

※口座振替の方は、納期限の前日ま
でに口座残高の確認をお願いしま
す。

納期限  ◆町では口座振替での納付を
推進しています

　口座振替は、指定の口座
から納期限日に自動的に振
り替えて納付できる便利な
制度です。ぜひご利用くだ
さい。なお利用するために
は申し込みが必要です。申
し込み方法の詳細について
は、役場税務課へお問い合
わせください。

◆町県民税および国民健康
保険税はコンビニエンス
ストアやスマートフォン
決済アプリでも納付でき
ます

　　ただし納付書１枚の金
額 が30万 円 を 超 え た り、
納期限後30日を経過した
りした納付書は使用でき
ません。

問税務課　☎72-6932
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